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研究成果の概要（和文）：　本研究は，今日のドイツにおいて歴史教育に期待されている低学力層に対する政治教育と
しての機能に注目し，特にその歴史的な発展過程を描き出すものである。主要な歴史教育学の研究成果と，ノルトライ
ン・ヴェストファーレン州の基幹学校用学習指導要領を時代を遡って調査して結果，次のことが明らかになった。すな
わち外国人労働者の導入の前後で，低学力層を構成する人々の属性は異なっており，歴史教育に低学力層を念頭におい
た政治教育上の期待が寄せられるようになるのは比較的新しく，1970年代後半のことである。

研究成果の概要（英文）：     This research focuses on the history teaching in Germany, especially on its f
unction as civic education for the low-achieving students. In particular, this research describes the hist
orical development process of its educational function. 
     In this research I traced the historical background of the leading works of history education and the
 curriculum guidelines for the Hauptschulen in the State of North Rhine-Westphalia. The research results h
ave clarified the following point. Namely, the attributes of the students composing the low-achieving laye
r vary before and after the introduction of foreign workers. The expectations of civic education that focu
sed on the students in lower educational levels were placed in historical education only after the latter 
half of the 1970s. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)右翼急進主義，低学力，移民，これら３つ
の言葉は，今日のドイツにおいて相互に結び
つき，政治教育としての歴史教育にとっての
大きな課題を形成している。そこでは，低学
力の結果として政治的知識が不足した若者
が，右翼急進主義勢力によるアプローチのタ
ーゲットとされ，また彼らは，移民を格好の
政治的な攻撃対象としているだけでなく，移
民自身が低学力者層の中で大きな割合を占
めており，移民のあいだではマジョリティと
は異なる民族・宗教集団に準拠した急進主義
が広まるという錯綜し，緊張に満ちた社会状
況が形成されている。 
 現時点において，日本における移民の数は
ドイツと比べて極めて小さいが，すでに右翼
急進主義の問題ならびに低学力の問題は相
当程度に認識されており，そこでは移民も重
要なファクターとなっている。遠くない将来
に，ドイツと比較すべき状況が日本に生じる
可能性は否定できないと言えよう。 
 
(2)ドイツでは上記の課題に対する取り組み
が，今日様々な教育機関により急ピッチで進
められている。連邦や州の政治教育センター
をはじめ，さまざまな政治教育機関が移民の
統合を目的とする歴史教育教材を開発して
いるほか，ハウプトシューレ等に通う学力が
低い生徒に対する教育を念頭においた教科
書も，内容・方法ともに新たな工夫を取り入
れている。 
 
(3)しかしながら，特に教科書の工夫一つをと
ってみても，それがドイツの歴史教育学の発
展の歴史の中にどのように位置付くのかは，
日独両国の研究において必ずしも明確では
ない。 
ここには，ドイツにおける歴史教育学研究
が基本的にギムナジウムを中心とする学力
の高い層を念頭において進められてきた様
子，ならびにそれをフォローし，また紹介す
るのが精一杯であった日本の歴史教育学の
状況が表れている。 
 
 
２．研究の目的 
(1)今日のドイツ各州の学校ならびに政治教
育機関による，移民を中心とする低学力層に
対する政治教育としての歴史教育に関する
情報を，教材ならびに教育プログラムを中心
に収集する。 
 
(2)ドイツにおける低学力層に対する歴史教
育学の発展過程を明らかにする。より具体的
には，教育内容面では，移民をめぐる諸問題
が広く意識されるに到る時期を確定するこ
とを通して，それ以前と以後における違いを
確認する。 
 
(3)教育方法面では，今日の低学力者向け教科

書に一般的に見られる，左右見開き 2ページ
で一つのテーマが完結する様式が，いつごろ
導入され，普及したかを確認するほか，それ
以前の時期における教育方法上の革新の有
無についても調査し，それを通して，今日の
教育の持つ意味を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
(1)可能な限り戦前にまで遡り，主要な歴史教
育学の媒体（書籍ならびに研究誌）に，ハウ
プトシューレの生徒を対象とする歴史教育
の在り方を論じた研究を探索し，そこに見ら
れる論点ならびに考え方の変容を明らかに
する。 
 
(2)ドイツの代表的な歴史教育研究者に，低学
力者層に対する歴史教育のあり方に関する
研究の展開についての見解を尋ねる。 
 
(3)政治教育に関連するデータベース上で，歴
史教育学の範疇の外で考案・実施されてきた
実質的な歴史教育教材・実践に関する情報を
収集する。 
 
(4)ドイツ統一の前後を問わず最大の州であ
るノルトライン・ヴェストファーレンを例に
とり，戦後のハウプトシューレ用の教育課程
基準と教科書における移民に関する記述の
変容を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
(1)近年注目を集めているマンガやゲームと
いった娯楽的要素の強い媒体・形式を利用し
て歴史学習を促す方法は，予想に反し，必ず
しも学力の低い生徒たちを念頭において開
発されているのではないことが明らかとな
った。 
すなわち，そのような教育方法のなかには，
たしかに低学力層を主な対象として開始さ
れたケースもあるが，より根本的には，歴史
学習に対する関心を高め，また参加型の学習
を展開することそのものを目的としており，
ギムナジウムなどに通う高学力層が視野か
ら排除されてはいないのである。 
 
(2)他方，特に歴史学習ゲームについては，過
去の事実は一度限りの不変なものであると
いう歴史の性格は，何度でも参加可能で，そ
のたびに異なる展開が想定されているゲー
ムとは相いれない，すなわちそれを授業で用
いることは，歴史教育に相応しくないとする
意見も存在している。 
こうした考え方は，特にギムナジウムのよ
うな，従来の文字資料の読解と分析を中心と
する歴史教育が可能な高学力層を念頭にお
く場合，強く打ち出されがちである。このこ
とは，(1)の指摘と反対に，やはり娯楽的要素
の導入は，基本的には低学力層と密接な関係



にあることを示唆している。 
 
(3)他方，低学力層では，娯楽的要素を強めた
教材でも，なかなか生徒がついて来られない
現実が，そうした教材の開発者によって指摘
されてもいる。すなわち仮にマンガで過去の
出来事を叙述したとしても，基本的な予備知
識が欠如している場合，また特に移民のよう
にドイツ語能力に不足がある場合，重要なポ
イントを認識し，理解する上での困難を完全
には払拭できない。たとえばマンガを読んで
理解するにも非常に長い時間を要してしま
い，授業時間内に期待される学習活動を終了
することができないといった問題が指摘さ
れている。 
このことは，ドイツにおいて歴史教育に割
り当てられた政治教育上の責任が，多大な努
力と創意工夫にもかかわらず，現実には充分
に果たされていないことを示唆する。 
 
(4)娯楽的な要素を取り入れることで歴史学
習を多くの生徒によって魅力的なものにし
たいとする考え方は，比較的新しいものであ
る。 
そこには，移民が社会問題化する以前は，
低学力層とは，いわゆる農村の生徒が考えら
れており，彼らは社会の不安定要因とはみな
されていなかったという事情があると考え
られる。低学力層のなかに文化的な異質性の
高い移民が占める割合が大きいことが明ら
かになって初めて，その政治教育の重要性が
認識されたと言える。 
同時に，このことは，マジョリティの低学
力者のあいだに広まる右翼急進主義に対し
ては，長期にわたって特別な教育的対応が講
じられてこなかったことを意味する。 
 
(5)ノルトライン・ヴェストファーレンの例を
見る限り，教育内容面での対応が本格化した
のも，外国人労働者の受け入れが停止した時
期である。 
 それ以前は歴史上の移民の例として，たと
えば 1948年の教育課程基準では，⑴4-5世紀
のゲルマン人の移動のほか，⑵12-14 世紀に
おける（ライン川沿いの地域から）東欧ない
し現在のドイツ東部への移住と開拓，⑶17
世紀末から 20 世紀にかけてのドイツからア
メリカ大陸への移民，⑷19世紀における農村
から都市への人口移動の 4点に注目されてい
た。このあと 1955年の改訂を経て，1968年
の教育課程基準では上の⑶と⑷が消え，代わ
りに⑸第二次世界大戦や冷戦によって発生
した難民が追加されている。この変容の背景
に，当時のヨーロッパ情勢とそのドイツへの
影響があるのは明らかである。 
そして大きな変化が認められるのは，1974
年の改訂である。東西の緊張緩和が進む一方
で，第一次石油危機のもとで外国人労働者の
受入れ停止（1973 年）が宣言されるという
状況下で，そのとき⑸の代わりに，⑹外国人

労働者としてのムスリムをめぐる問題が初
めて，しかも詳細に取り上げられることにな
った。現在の歴史教育は，この転換の延長線
上に位置しており，時間とともに，移民の姿
がより具体的に描かれるようになってきた
と言える。 
このように，移民を中心とする低学力層の
ための歴史教育，とりわけその政治教育的側
面が注目を集めるに到ったのは，わずか 40
年ほど前のことであり，その方法論的模索は
いまも進行中であると言える。 
 
(6)なお，研究当初は予想していなかったが，
特にマンガを使用した歴史教育のアプロー
チは，歴史的な図像の活用を重視する近年の
教育方法の影響を受けているという指摘が
存在することも確認された。 
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